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きがしは

熊取町は、古 くか ら熊取野 として世 に知 られ、中世以

降には多 くのため池が築かれた農業先進地 として発展 し、

数 々の歴史に彩 られてきま した。

町域にはその歴史の足跡を克明に刻んだ遺跡が散在 し、

そこには先人の生活の記録である貴重な遺構造物が埋蔵

されています。

本町教育委員会では、 このたび東円寺跡の開発にかか

る申請者のご理解、 ご協力を得て受託事業による埋蔵文

化財の発掘調査を実施 し、 ここにその成果品 として概要

報告書を作成す る運びとな りました。

本書が、私たち祖先の人たちの生活を知る上で、また、

熊取の歴史の一端を明 らかにするためにも、その資料 と

して少 しで も役立てばと念願す る次第であります。

なお、今回の調査に関 し、全面的な ご協力を賜わ りま

した大阪いずみ市民生活協同組合並 びに現地での調査及

び本書の作成等 にご尽力、 ご教示をいただきま した各位

に対 し深 く感謝の意を表 します。

昭和 63年 9月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教育長  山 中 長 正



ロ

本 書 は 、 熊 取 町 教 育 委 員 会 が 、 昭 和 62年 度 及 び 63

年 度 に実 施 した東 円寺 跡 の調 査概 要 報 告 書 で あ る。

調 査 は、熊 取 町 教 育 委 員 会 発 掘 調 査 嘱 託 員 井 田 匡
を担 当者 と して 、昭 和 63年 2月 15日 に 着 手 し、 昭 和 6

3年 5月 31日 終 了 した 。

調 査 に要 した費 用 は大 阪 いず み市 民 生 活 協 同組 合 の

負 担 に よ る もの で あ る。

調 査 の実 施 と整 理 に あた って は、小橋秀行 、岩根幹一 、

二 反 田茂 樹 、久 世 公 一 、大 宅 一 紀 、幸 前 和裕 、樫 元勝 人 、

岩 倉 博 、井 手 口大 作 、腕 野 登 志 、富村 伊 都 子 、小 田貴 子 、

浅 野 佳 子 、二 反 田美 幸 、辻 本 栄 子 、 安 福 佳 代 の諸 氏 の

協 力 を受 け た。 ま た 、大 阪 いず み 市 民 生 活 協 同 組 合・

泉 洋 建 設 株 式 会 社・ 竹 口文 化 財 土 木 工 業 所 並 び に関 係

各 位 よ り多 大 な協 力 を得 た 。特 に大 阪 い ず み 市 民 生 活

協 同 組 合 管 理 局 開 発 部 坂 田  明 氏 に は調 査 終 了 ま で
に な にか と ご尽 力 い ただ い た 。明記 して 感 謝 の意 を 表

した い。

本 書 中 の標 高 は、東 京 湾 平 均 海 水 面 を基 準 と し、 方

位 は、地 図以 外 は磁 北 を示 す もの と した 。

本 書 の執 筆 及 び編 集 は、井 田 が お こな い、遺 物 観 察

表 は、富 村 が作 成 した。

調 査 に あ た って は、写 真 0実 測 図 等 の記 録 を作 成 す

る と と もに カ ラー ス ライ ドを作 成 した 。 広 く利 用 さ れ

る こ とを望 む 。
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東円寺跡発掘調査概要・ Ⅱ

第 1章 沿 革

第 1節 位置と環境

東円寺跡は、大阪府泉南郡熊取町大字野田に所在 し、熊取町公民館周辺 に

位置 している。付近の地形は埋積谷と段丘面で構成されており、標高は海抜

32mか ら 40mを 測る。

遺跡の範囲は、北は大原池、南は大井出川・ 住吉川、西は口無池、東 は町

立中央小学校東側の段丘までで、東西 900m、 南北 400mの 広が りを持つ、

奈良時代か ら江戸時代にかけての寺院跡 と集落遺跡である。

東円寺跡の存在する大井出川・ 住吉川流域には、他にも遺跡が多 く存在 し

てお り、熊取町内では大浦中世墓地・ 口無池遺跡・ 紺屋遺跡・大久保 B遺跡・

大久保 D遺跡が存在する。更に下流の泉佐野市域では、山出遺跡・ 檀波羅蜜

寺・ 井原の里遺跡・ 湊遺跡などが存在する。大井出川・ 住吉川流域周辺では、

新たに遺跡が発見される可能性は極めて高 く、その位置 と範囲の確定は今後

の課題である。

第 2節  既往の調査

東円寺跡 は、昭和 52年発行の大阪

府文化財分布図にその位置 と範囲が初

めて掲載 された。遺跡となったのは範

囲内で古瓦などの遺物が多量に散布 し

ていることと寺に関係する小字名と考

えられる大門・ どぶ池 (堂 の池 )・ 豊

寺・ 東曜寺・ 東円寺・ 堂の後などの小

字名を持つ水田が、一 カ所 に集中 して

存在することから遺跡 として取 り扱わ
(1)

れ る こととな った。
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1図  熊取町位置図

一、

い
ヽ
／
イヽ
ヽ

（■
，ｔ
、

ヽ
、
、
′

＼

　

Ｊ

大

阪

府
ｒ

／

１

こ

′

′

、

、
‐

ｉ
ζ

″

-1-



東円寺跡での既往の調

査としては、範囲内を

東西に横切 る外環状線

の建設に伴い、大阪府

教育委員会によって、

昭和 57年 か ら 59年 の

間に 3次 にわたる調査
(2)(3)(4)

が実施された。また、

熊取町教育委員会でも

消防署の建設に伴 う調

査をはじめ、個人住

第 2図  調査地位置図

(5)(6)(7)

宅の建築に伴い数次にわたって、発掘調査を実施 してきた。その結果として、

平安末期の創建と伝わる寺そのものに関係する遺構は、未だ検出されてはい

ないが、奈良時代か ら近世までの建物跡・ 柱穴群・ 水田 0畑・ 灌漑用の水路

などの遺構を検出 しており、寺の存在を窺わせる瓦や多種多様な遺物が出土

し、東円寺 (跡 )を 支えていたと思われる『経済基盤』としての集落の存在

を裏付ける資料が既往の調査によって得 られている。

第 3節  調査に至る経過

熊取町大字野田 2322-3番 地において、大阪いずみ市民生活協同組合が店

舗の建築を計画 し、昭和 62年 12月 28日 付で文化庁に土木工事に伴 う埋蔵文

化財の発掘届出書が提出された。そののち、熊取町教育委員会に昭和 63年

1月 6日 付で、埋蔵文化財包蔵地の存在確認調査依頼書が提出された。

これを受けて、熊取町教育委員会では同年 1月 18日 に、機械 により試掘

調査を実施 し、遺構及び遺物包含層を確認 した。この調査に基づき遺跡の取

り扱いについて、熊取町教育委員会と大阪いずみ市民生活協同組合の双方で

協議を重ねた結果、遺跡の重要性に鑑み調査を実施することで合意 した。

熊話

/

、、

^ヽ
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゛・

第 4節 地区の名称と遺構の呼称について

調査地内では、 5m四方の調査地区の地区割 り

を実施 した。南北方向は、アルファベットによる

地区名で呼称 し、A・ BOCO Dと 表す こととした。

東西方向は、アラビア数字による地区名で呼称 し、

10203・ 4と 表すこととする。本書中でも遺

構の位置等の表 し方は、これに準 じて、Al、 B

2と 表す こととする。また、今回の調査地での南

北の基準線は東へ 20° ふっている。

更に、調査を実施する際に遺構については、検

出した順に遺構の略称 と番号を組み合わせて呼称

することとした。略称は溝を SD、 柱穴を Pit、

建物跡を SB、 柵列・ 杭列を SA、 土墳・ 焼土墳

を SK、 その他の遺構を SXと 呼称 したが、本書

中でもこれに準 じて SD-1、 SD-2と 呼称す

ることとする。

第 3図調査区地区割 り図

第 2章 調 査 の 成 果

第 1節 遺跡の概要

調査を実施 した地点は、小字名では、か福寺・ 堂の後と呼ばれる地点であ

り遺跡範囲のほぼ中心である。現状は水田で、地表面のレベルは周囲の水田

より、約 40 clll程高い。当該地では昭和 60年 にすでに トレンチによる調査を
(8)

実施 しており、溝や柱穴なども検出している。

検出した遺構としては、溝が 4条、柵列が 3列、杭列が 1列、中世の建物

が 1棟、不整形土墳を 1基検出し、柱穴や鍬跡 も多数検出した。

遺物は総体的にみて少ない量であったが、主に 11世 紀か ら 14世紀までの

もので、遺構に伴う遺物が多かった。ただ近世の遺物が極端に少ないことか

ら近世以降に削平をうけているものと思われる。以下遺構及び遺物について

゛
、
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Dl D2 D3

El E2 E3

Fl F2 F3

Gl G2 G3
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述べることとする。

第 2節  遺構と遺物

① 溝 SD-1

SD-1は 、調査区 11か ら 13に かけて、東か ら西に流れ る幅 1.8m、

深さ 50 clllの 溝である。遺構覆土は紫灰色粘質土で、出土遺物 としては、

土師器 0須恵器・ 瓦器 。東播系こねばち・ 紀州系の羽釜などの遺物のほか

に赤茶色に焼けた瓦などが出上 している。

SD-1の 底では、石や瓦が溜まっていたが、これらは、自然に堆積 し

たものではなく溝が埋まる時点で混入 したものと考えれらる。また、石の

なかには加工のあとが見受けられるものや赤 く焼けた石があり、結晶片岩

なども埋積 していた。SD-1自 体の掘削の時期は不明であるが、埋積の

時期は、出土 した遺物か ら判断する限り 14世紀が妥当であると考え られ、
(9)                          101

SD-1は 東円寺跡 85年 -2区・ 東円寺跡 87年 -1区 の調査で検出 した

溝とつながることが確認できた。

口査区 東壼晰百

■査区 西壁断面

―

口薫区 西里断面

打P・‐―一日―‐~―屁獲≡華菱姜菱鰺硼
r+ユ密n

―…

口査区 南璧断面

第 6図  東円寺跡 87年 -5

晰百

       1:l

―
中
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② 溝 SD-2

SD-2は 、調査区Hlか ら 11

に北か ら南に流れ、SD-1と 11

で合流す
・
る幅 1.5m、 深さ 45 clllの 溝

である。遺構覆土は紫灰色粘質土で、

出土遺物は土師器・ 瓦器・ 東播系 こ

ねばち 0瓦の破片などが出土 してい

る。

TP+37.867m

1.暗褐色粘質土
2.茶色粘質土
3.暗茶色粘質土
4.黄褐色粘質土
5. 黄褐色粘質土(マンガン斑ましる)

第 7図 SD-1断 面図

SD-2は 、SD-1と はほぼ同時期に掘削されたと考えられ、この 2

つの溝は、土地を区画するために掘 られたものではないかと推察している。

③ 溝 SD-3

SD-3は 、調査区Hlか らH3に 東から西に流れる近世の溝で現在の

土地区画にほぼ平行に存在 し、SD-3の 北側に現在の用水路が SD-3

と並走 して存在する。また、 SD-3に ついて は昭和 60年 の調査におい

て掘削 しており、遺構覆土 は暗灰色粘質土で、遺物は伊万里の染付などを

中心とした近世陶磁器が出土 している。

④ SD-4
SD-4は 、調査区」1か らJ2に 存在する幅 20 clll、 深さ 10 clllの 溝状

の鍬跡である。遺構覆土は灰色粘質土で、出土遺物としては土師器・ 瓦器

片などが出土 している。

⑤ 建物跡 SB-1

SB-1は 、調査区 Jl・ 」2・ J30K10K20K3で 検出した。

規模は、梁間二間、桁行 5間 で、柱間は梁間が1.6m前後で桁行が1.5m前

後を測る。遺物は P it 106よ り瓦器が出土 している。時期は遺物か ら判断

する限り13世紀頃と思われる。

-7-



⑥ 柱列 SA-1

SA-1は 、調査区」10J20J3で 検出した。柱間は 1.2m前後を

測る。遺物としては Pit 5よ り瓦器が出土 している。

⑦ 柱列 SA-2

SA-2は 、調査区F30G3で 検出した。柱間は約 90 clll前 後を測る。

遺物は Pit 4よ り瓦器片が出土 している。

③ 柱列 SA-3

SA-3は 、調査区F30G3で 検出した。柱間は Pit lと Pit 2間

が、 2.3mで、Pit 2と Pit 3間 が、4.6mを 測る。Pit 2と Pit 3の 間

に攪乱が存在するが、Pit lと Pit 2の 間隔が、Pit 2と Pit 3の 間隔

のちょうど半分であることから攪乱内にもう一つ柱穴があったものと考え

られる。遺物は Pit l及 び Pit 2が 瓦敷きの柱穴で、布目のついた瓦が

柱穴の底から出土 している。 Pit 3か らは瓦器の破片が出土 している。

⑨ 杭列 SA-4

SA-4は 、調査区H10H20H3で 検出した杭列で、近世の杭列と

思われる。杭自体は腐敗 してほぼ原形をとどめない。SA-4は SD-3

に並走するように杭列が並んでおり杭間は約 80 all前 後を測る。

⑩ SX-1
SX-1は 、調査区」20J3で 検出した不整形土墳で長軸 4m、 短軸
2mを 測る。遺構覆土は紫灰色粘質土で、炭の細片が含まれていた。遺物

は瓦器の破片が少量出土 している。

⑪ 鍬  跡
調査区全体で鍬跡と見 られる大小の溝状の遺構を検出した。遺構覆土は

灰色粘質土で、遺物は含まれていなかった。

-8-



第 4節  出土遺物

① SD-1の 出土遺物 (図版第 1,第 8図 1～ 4)

SD-1か らは、瓦器などの遺物

が破片で出土 した。図化できたのは

4点である。1は 瓦器塊で、底部のみ

の残存である。内面に斜格子暗文が     、

施されてお り、外面 にはケズ リが施

されている。2は 瓦器焼で、外面は体

部に一条のユ ビナデを施 し、底部 は

ケズリを加 えてある。3は 須恵質の    ヽ

鉢で、高台のみが残存 している。高台

外面には調整痕が一条み うけられ、

内面 にはろ くろによるもの と思わ

れる調整痕 がみ うけられ る。4は 須

恵質のこねばちの底部で、東播系の

こねばちと思われる。外面には二条 第 8図  SD -1出 土遺物 (1)

デが施 してある。以上の調整痕がみ うけられ、内面には多方向へのユ ビナ

② SD-1の 出土瓦 (図版 5 AOB・ COD図 版第 6E・ F第 9図 A・ B・ C・ D・ E・ F)

SD-1か らは瓦の破片が多量に出土 している。

Aは 巴文軒丸瓦の破片で周縁と珠文を含む破片である。全体的に摩滅が

進んでいる。Bは 唐草文軒平瓦の破片で、瓦当のみの破片である。調整 は

よみとれない。CODOFは 平瓦の破片である。Cは 2辺 が残存 している

破片である。凸面 はハナレズナが施 されており、凹面は斜めにヘラケズ リ

が施された後にユ ビナデが施され、端部にはヘラケズ リが施されている。

色調は黄灰色を呈 し、焼成 はやや軟である。Dは 2辺が残存 している破片

である。凸面・ 凹面共にハ レズナが施され、斜めにヘラケズ リが施されて

いる。凹面には一部圧痕がみうけられ、端部にはヘラケズリを施 してある。

色調は暗灰色を呈 し、焼成 は良好である。Fは 2辺 が残存 している破片で
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ある。凸面はハナレズナが

施されており、凹面は斜 め

にヘラケズリが施されてい

る。色調 は白橙色を呈 し、

焼成はやや軟である。

SD-1か ら出土する瓦

片は殆どが二次的な焼成を

ぅけているが、火災による

ものかは現時点ではいずれ

とも決 しがたい。今後、周

辺の調査結果の蓄積を持 っ

て結論を出 したい。

③  SD-1そ の他の遺物

SD-1か ら結晶片岩が

2個 出土 している。結晶片

岩は主に紀 ノ川河岸で産出

する石であるが、これ らの

2点 の結晶片岩は搬入品と

思われる。

Gは厚さ約 2 clllの 板状の

破片で、長軸 20.2oll短 軸 9.3

clllを 測る

`Hは
厚さ約 3 gll

の破片で、長軸 14.8 clll短 軸

5。 3 clllを 測 る。両方 とも加

工 した跡はみうけられない。

|

._ J・・  ―  ■́″

1ヽiii:「lfllIr rr_:・、.1111‐

|

第 9図  SD-1出 土遺物 (2)

(図版 6G・ H, 第 10図 GOH)

|      |

―      ―  G

|

颯

第 10図 SD-1出 土遺物 0)
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④  Pitの 遺物 (図版 71・ 」,第 11図 I・ J)

Iは Pit lよ り出土 した瓦の破片で、 2辺が残存 している破片である。

凸面はナワタタキが施されている。凹面は斜めにヘラケズリが施されてお

り、一部圧痕がみうけられる。端部には
ヘラケズリが施されている。色調

は暗灰色を呈 し、焼成は良好である。 」は Pit 2よ り出土 した瓦の破片

で、 1辺が残存している破片である。凸面はタタキが施されたのち粗いハ

ナレズナが施されている。凹面は斜めにヘラケズリが施されており、一部

圧痕がみうけられる。色調は暗灰色を呈 し、焼成は良好である。 I・ 」の

瓦はいずれもPitの底より出土 してお り、根石の代用品として使用され

たものと考えられる。

第 11図 Pit l.2出 土遺物
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⑤ 包含層の遺物 (図版第 711,16,第 12図 6～ 17)

5は須恵器の甕の破片で、体部のものと思われる。 607は 土錘である

が時期決定が困難である。 8・ 9010011012013014015016は 瓦器婉

である。 809は 底部の破片で 8は みこみに斜格子暗文がみうけられ、 9

~○ ~6 ―
◎

―

 ヽ                                    ´ ｀`~ヽ
====」

_三Ξミラニ
``6

一

∩
―――Ｉ
Ｗ
一 一

∩
―――Ｉ

Ｕ
一

第 12図  東円寺跡 87年 -5区 包含層の遺物
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はみこみに螺旋暗文がみ うけられる。10は 外面体部に 1条 の調整痕内面 に

は暗文がみうけられる。11は体部に 2条 の調整痕があり、高台は張 り付けに

よるものである。12は 外面 に 1条 の調整痕がある。13は 外面に 2条 の調整

痕があり、一部ケズ リを加えてある。14は 外面に 2条の調整痕があり、一部

ケズリを加えてある。内面には暗文がみうけられる。15は 外面に 1条調整痕

がある。16は外面に 2条 の調整痕があり、一部ケズリを加えてある。内面 に

は暗文がみうけられ、高台の断面は逆三形を呈す。17は 紀州系の羽釜の回縁

と思われるが、残存する部分が微小であるので判断できない。

第 5節  ま と め

本書では、大阪いずみ市民生活協同組合の店舗建築に伴 う東円寺跡の調査

について報告 した。調査では、特に新 しい知見 こそなかったが、遺跡の実態

を知る上で貴重な資料が得 られた。今後の課題 も含めてまとめておきたい。

今回の調査では、中世の溝 と思われるSD-1が 、隣接する過去の 2つ の

調査区において、既に検出されている溝 とつながることが確認できた。また、

中世の建物跡や鍬跡 も検出され、隣接する調査区と同様に近世遺物を含んだ

土層は存在 しなかった。近世遺物は表土 と近世の遺構であるSD-3か らの

み出土 しており、出土遺物は 14世紀 までの遺物が大半を占めている。 これ

らの状況か ら見る限り、当該地では 13世紀から 14世紀前半までは水田に接

した居住地 として利用されており、それ以後は居住地は廃絶 し、耕地化がす

すみ、水田・ 畑 として利用され、水田を造成するために盛土と削平を繰 り返

しているものと思われる。集落の廃絶・ 耕地化の促進には、複数の要素が関

連するものと思われるが、この点については、中家・ 降井家などの土豪の成

立や集村化、東円寺の存在などが考え られる。今後 も周辺で調査を実施 し、

データーを蓄積 していくことが必要であり、更に『時代毎の土地利用の変遷』

について考察・ 検討を重ねていく必要がある。今後 も東円寺跡の調査 と保存

について十分な配慮を関係各位にお願いしておわりとしたい。

文末となったが、調査を実施 していくうえで数多 くの方々よりご教示、 ご

支援をいただいた。明記 して感謝する次第である。
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第 1表  遺 物 観 察 表

図番号 種類・器種 法  量 (cm) 記 事 備 考

8-1 瓦器 燎 反転底径 :4.8 cm
立ち_Dゞり高:1.7麟

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

内面に斜格子暗文

外面にケズリ

8-2 瓦器 腕
反転口径 :12.l cm

残存高 :2.5 cm以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

外面 ユビナデ

8-3 須恵質 鉢 反転底径
:10.O cm

残存高 :1.9 cm以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 灰橙色

8-4 須恵質 こね鉢 反転底径
:11.5 cm

残存高 :4.l cm以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

外面に自然粕

内面に調整あり

9-A 巴文軒丸瓦 周縁
の幅 :1.5 cm

瓦当の幅 :11 0 cm

胎土粗0.5‐2.愉程の粒を含む
焼成 軟 2次焼成か?
色調 暗灰色

9-B 唐草文軒平瓦 瓦当面の幅 :4.8 clll
胎土 良好
焼成 軟 2次焼成か?
色調 明茶白色

9-C 平 瓦
残存長軸 :12.5 clll以下

残存短軸 :9.l cm以下

胎土 良好
焼成 やや軟
色調 淡暗灰

凹面に指頭圧痕

凸面にハナレズナ

9-D 平 瓦
残存長軸 :14.2 clll以 下

残存短軸 :11.2 cm以下

胎土 良好
焼成 軟 2次焼成か?
色調 暗灰色

ハナレズナ

9-E 丸 瓦
残存長軸 :7.l clll以下

残存短軸 :5.4 clll以下

胎土良好0.1～ 1.0肺の粒を含む。
焼成 軟 2次焼成
色調 黒灰色

9-F 平 瓦
残存長軸 :15.9 cm以下

残存短軸 :14.4 cll以下
胆
賊
翻

良好
やや軟 2次焼成か?
凹白橙色凸黒灰色

凹面にナナメ方向にヘラ調整

凸凹面にハナレズナ粗

10-G 結晶片岩 長軸
:20.2 cm以下

短軸 :9.3 all以下
色調 暗灰色

10-H 結晶片岩
軸

軸

長

短

14.8 clll以 下
5.3 cm以下

色調 灰青色

11-I 平 瓦
残存長軸 :17.2 cm以下

残存短軸 :13.2 cln以 下

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

晰 に1都剰里痕ヘラミガキ
ヘラケズリ

凸面にナワロ

11-J 平 瓦
残存長軸 :17.3 cm以下

残存短軸 :10.4 cm以下

胎土 良好
焼成 やや軟
色調 暗灰色

凹面に指頭圧痕

凹凸面にハナレズナ粗

12-5 須恵質 甕 残存長軸
:13.9 cln以下

残存短軸 :9.9 clll以下

胎土 良好
焼成 良好
色調外面:淡暗灰色(やや緑っぱい)
内面:灰色

内面に調整のあとあり

12-6 土 錘
最大寸 :3.2 cln

最大外径 :1.O cm

胎土 良好
焼成 良好
色調 明橙茶色
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図番号 種類・器種 法  量 (cm) 記 事 備 考

12-7 土 錘
最大寸 :3.l cm

最大外径 :0.8 cm

胎土 良好
焼成 良好
色調 桃茶色

12-8 瓦器 婉 反転底径
:5.2 cm

残存高 :1.3 cm

胎土 良好
焼成 良好
色調 内面 :暗灰色
外面 :灰色

内面に斜格子暗文

12-9 瓦器 婉 反転底径
:4.3 cm

残存高 :1.O cm以上

土
成
調

胎
焼
色

良好
良好
暗灰色

内面にら旋暗文がある

12-10 瓦器 婉
反転口径 :12.O cm

残存高 :3.O cm以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

内面 暗文

12-11 瓦器 腕
口径 :13.4 cm
底径 :3.O clll以上
器高 :4.5 cm

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

婉がゆがんでいる

[2- 12 瓦器 婉
反転口径 :14.4 cIIl

残存高 :2.3 cm以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

[2- 13 瓦器 婉
反転口径 :17.O clll

残存高 :3.2 cm以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

[2- 14 瓦器 燒
反転口径 :17.6 clll

残存高 :3.1011以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 内面 :灰色
外面 :暗灰色

内面に暗文

12- 15 瓦器 婉 反転口径 :14.8 cm
残存高 :2.3 cln以上

胎土 良好
焼成 良好
色調 淡暗灰色

2-16 瓦器 腕 反転
口径 :15.l cm

残存高 :5.l cm

胎土 良好
焼成 良好
色調 暗灰色

内面に暗文

[2- 17 紀州系羽釜
反転口径 :33.3 cal

残存高 :2.4 cnl以上

胎土良好0.卜2.Omの粒を含む
焼成 良好
色調 赤橙色
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1.大久保D遺跡

5.降井家屋敷跡

9.祭礼御旅所跡

14。 大浦中世墓地

18.墓 の谷遺跡

2。 大久保 B遺跡

6。 大久保 C遺跡

11.五門遺跡

15.山 の下城跡

19.成合寺遺跡

4.口無池遺跡

8。 東円寺跡

13.五門古墳

17.池 の谷遺跡


